


































































部位 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計
全身 　 5 14 7 6 4 16 7 8 8 1 1 77
上半身 7 12 9 28 31 25 27 13 18 17 4 22 213
下半身 1 9 11 5 5 7 25 11 3 8 10 6 101
頭 - 顔面 　 　 　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 2
頚 9 26 11 46 33 32 61 32 27 25 8 7 317
頚肩 6 8 6 12 12 16 61 7 22 24 29 12 215
肩 141 173 157 264 160 218 210 56 101 125 90 127 1822
胸 　 3 7 30 32 11 30 4 　 5 　 　 122
上腕 4 3 　 　 1 　 3 5 15 1 2 3 37
肘 67 82 81 89 96 87 85 50 68 90 69 119 983
前腕 3 2 　 3 5 10 6 9 8 5 1 13 65
手 47 42 48 39 74 70 88 21 55 44 34 36 598
肋骨 10 27 11 10 　 14 14 　 1 　 　 3 90
背 5 8 10 17 6 5 12 3 17 26 3 15 127
腹 　 1 　 4 2 　 　 　 2 2 　 1 12
腰 89 144 134 207 234 281 218 89 133 173 133 81 1916
股関節 10 15 9 10 9 10 19 7 12 3 4 3 111
臀部 10 2 3 3 1 16 25 8 4 14 3 2 91
大腿 15 20 6 58 58 39 34 17 49 35 25 17 373
腸脛靭帯 15 6 2 5 10 　 1 　 　 9 5 1 54
膝 204 297 325 337 246 289 250 169 279 359 297 186 3238
下腿 35 21 9 25 37 29 33 24 43 35 15 31 337
足関節 35 45 65 132 85 99 93 33 56 73 65 60 841
足 23 23 33 24 21 48 19 16 22 27 12 22 290








腰部が 1916 件、肩関節が 1822 件であった。
全件数の役６割が膝・腰・肩に集中していた。
肘関節も 983 件、足関節は 841 件、手は 598
件と多かった。
表 1．部位別に見た傷害発生頻度
全身 上半身 下半身 頭－顔面 頚 頚肩 肩 胸 上腕 肘 前腕 手
77 213 101 2 317 215 1822 122 37 983 65 598
肋骨 背 腹 腰 股関節 臀部 大腿 腸脛靭帯 膝 下腿 足関節 足
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が 1310 件、５月が 1164 件、10 月が 1108 件で
1000 件を越えた。
２月は 974 件、３月は 951 件、９月は 943 件
で、900 件を越えた。
10 月は 810 件、12 月は 768 件、１月は 736 件、
８月は 581 件であった。
表２．月別でみた傷害の発生数
全身 上半身 下半身 頭－顔面 頚 頚肩 肩 胸 上腕 肘 前腕 手
77 213 101 2 317 215 1822 122 37 983 65 598
肋骨 背 腹 腰 股関節 臀部 大腿 腸脛靭帯 膝 下腿 足関節 足
90 127 12 1916 111 91 373 54 3238 337 841 290
図２．月別でみた傷害の発生数

















数は、297 件の２月から 337 件の４月に第１の






1 月 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
膝 204 297 325 337 246 289 250 169 279 359 297 186
図３－１：膝関節における傷害の発生数











1 月 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
























1 月 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月









１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
表３－４：月別にみた足関節における傷害の発生数
1 月 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
足関節 35 45 65 132 85 99 93 33 56 73 65 60
図３－４：足関節における傷害の発生数


























1 月 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
肘 67 82 81 89 96 87 85 50 68 90 69 119
図３－５：肘関節における傷害の発生数










1 月 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
手 47 42 48 39 74 70 88 21 55 44 34 36
図３－６：手関節における傷害の発生数
１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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統計分析を活用した柔道競技へのサポート方法に関する考察（岸　邦彦）
－ 68 －
腰部の傷害としては、練習量の増加に伴い腰
部周囲筋の慢性的な痛みが代表的である。
腰椎分離症や椎間板ヘルニアとの識別に注意
が必要である。
練習量に耐え得る為にも腰部への負担の軽減
が必要となる。つまり、姿勢の矯正と体幹深部
筋の活性化が必要不可欠となる。
柔道競技の特徴であるが、関節技によって肘
関節を負傷することも多い。
関節技によって肘関節を強制的に伸展させら
れる為、内側の側副靭帯や輪状靭帯、または肘
関節の屈曲に関連する筋肉を負傷する。
負傷を防ぐ為にも、関節技への対応力をあげ
なくてはならない。
さらには、相手に投げられそうな時に手を畳
に着いて防ごうとして、肘関節を強制的に過伸
展されながら捻れてしまい脱臼してしまう。練
習時には、出来る限り手を畳に着いて防御する
ことを控えさせなければならない。
図２に示した通り、柔道部の試合日程を組み
合わせてみると、５月のシーズン開始に向けて
練習量が増加する３月から傷害数が増え始め、
６月のインカレ団体戦と 10 月のインカレ個人
戦の時期にも傷害数が増加する傾向が見られた。
試合の１週間前までが鍛錬期間のピークであ
る事を考慮すると、疲労の度合いに比例して傷
害数も増加してくることは明確である。鍛錬期
間が始まるに伴って、選手自らのセルフケアや
栄養摂取を徹底出来るように、11 月から１月
の期間に選手への教育と指導を行うことが望ま
しい。
どの部位も、１月から第１のピークである５
月から７月に向けて傷害数は増加する。２週間
の夏オフがある８月が最も少くなり、第２のピ
ーク 10 月を過ぎると次第に減少する傾向が見
られた。　只、肩関節と足関節については、４
月に最も傷害数が増加した。
４月はチーム自体が新体制に変わる時期であ
ることから、練習相手に変化があり、相手の動
きに対応しきれない可能性が高い。
肩に関しては、相手に投げられた際に肩から
畳に落ちてしまい、肩鎖関節の捻挫や鎖骨骨折
が多い。
投げられた際の体のさばき方等を 12 月から
３月の期間に練習しておくことが望まれる。
特に肘関節のみ 12 月に頻発していた。これ
は、12 月に寝技の練習量が増えることに比例
しているのではないか。つまり、寝技の際に関
節技をかけられて負傷していると考えられる。
寝技の練習における関節技は、入られてしまっ
たら無理に我慢したりしないなど何らかの対策
が必要である。
〈総論〉
このように時期による傷害発生の状況を把握
することにより、チームの傾向が分かり、対策
を施すことが出来る。
傷害傾向の把握と対策の繰り返しにより、傷
害の発生を少しでも抑制出来るのではないか。
今後も継続して統計をとりつつ、チームへフ
ィードバックして行かなければならない。
